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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 4日 (2005.7.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
リ ン グ 形 状 を 成 し そ の を と し て 回 転 可 能 に 保 持 さ れ る に 分 割
し て 異 な る 極 に 交 互 に 着 磁 さ れ た マ グ ネ ッ ト と 、 該 マ グ ネ ッ ト の 外 径 側 も し く は 内 径 側 に
配 置 さ れ る コ イ ル と 、 前 記 マ グ ネ ッ ト の の 一 方 の 面 に 対 向 し 、 前 記 コ イ ル に よ
り 励 磁 さ れ る 歯 形 状 の 第 １ の 磁 極 部 と 、 前 記 マ グ ネ ッ ト の の 他 方 の 面 に 対 向 し
、 前 記 コ イ ル に よ り 励 磁 さ れ る 歯 形 状 を し た 第 ２ の 磁 極 部
と を 有 す る 駆 動 装 置 に お い て 、
　 前 記 各 磁 極 部 の 一 つ あ た り の 角 度 を Ａ 、 前 記 マ グ ネ ッ ト １ 極 あ た り の 角 度 を Ｂ と し て 、
「 Ａ ／ Ｂ 」 を Ｙ と し 、 前 記 マ グ ネ ッ ト の 方 向 の 板 厚 に 対 す る 該 マ グ ネ ッ ト の 外 径 の
１ 極 あ た り の 円 周 上 の 長 さ の 比 の 値 を Ｘ と す る と
　 　 － ０ ． ３ ３ ３ Ｘ ＋ ０ ． ９ ＜ Ｙ
の 条 件 を 満 た す よ う に 設 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ イ ル へ の 通 電 状 態 を 、 無 通 電 、 正 通 電 、 逆 通 電 の 各 状 態 に 切 り 換 え る こ と に よ り 、
コ ギ ン グ 力 に よ り 前 記 マ グ ネ ッ ト の 回 転 位 置 が 安 定 的 に 保 持 さ れ る 第 １ の 状 態 と 、 前 記 マ
グ ネ ッ ト が 前 記 第 １ の 状 態 か ら 正 方 向 に 一 定 の 角 度 回 転 す る 第 ２ の 状 態 と 、 前 記 マ グ ネ ッ
ト が 前 記 第 １ の 状 態 か ら 逆 方 向 に 一 定 の 角 度 回 転 す る 第 ３ の 状 態 と を 選 択 的 に 設 定 可 能 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
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前 記 一 定 の 角 度 と は 、 前 記 コ イ ル へ の 通 電 を 断 つ こ と に よ り 発 生 す る コ ギ ン グ 力 に よ り 、
着 磁 さ れ た 極 と 極 の 境 界 が 前 記 各 磁 極 部 の 中 心 に 対 向 す る 位 置 の 方 向 へ 前 記 マ グ ネ ッ ト を
回 転 さ せ る よ う に 作 用 さ せ 得 る 角 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 と 、 リ ン グ 形 状 の 前 記 マ グ ネ ッ ト の 内 径 部 の 少 な く と も 一 部 を
光 路 と し 、 該 光 路 を 通 過 す る 光 に 対 す る 最 大 開 口 を 規 定 す る 開 口 部 を 有 す る 板 部 材 と 、 前
記 マ グ ネ ッ ト の 回 転 に 伴 っ て 前 記 開 口 部 の 開 口 径 を 変 化 さ せ て 通 過 光 量 を 調 整 す る 光 量 調
節 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 マ グ ネ ッ ト は 所 定 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で 回 転 す る よ う に そ の 回 動 範 囲
が 規 制 さ れ て お り 、
　 前 記 光 量 調 節 部 材 は 、 前 記 マ グ ネ ッ ト が 規 制 位 置 で あ る 前 記 第 １ の 位 置 も し く は 前 記 第
２ の 位 置 の 状 態 で は 、 前 記 開 口 部 を 最 大 開 口 径 も し く は 最 小 開 口 径 に し 、 前 記 マ グ ネ ッ ト
が 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 の 略 中 間 の 位 置 の 状 態 で は 、 前 記 開 口 部 を 前 記 最 大 開
口 径 と 最 小 開 口 径 の 間 の 開 口 径 に す る こ と を 特 徴 と す る 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 装 置 と 、 リ ン グ 形 状 の 前 記 マ グ ネ ッ ト の 内 径 部 の 少 な く と も 一 部 を
光 路 と し 、 該 光 路 を 通 過 す る 光 に 対 す る 最 大 開 口 を 規 定 す る 開 口 部 を 有 す る 板 部 材 と 、 前
記 マ グ ネ ッ ト の 回 転 に 伴 っ て 前 記 開 口 部 の 開 口 径 を 変 化 さ せ て 通 過 光 量 を 調 整 す る 光 量 調
節 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 マ グ ネ ッ ト は 所 定 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で 回 転 す る よ う に そ の 回 動 範 囲
が 規 制 さ れ て お り 、
　 前 記 コ イ ル へ の 無 通 電 時 に は 、 前 記 マ グ ネ ッ ト は 着 磁 さ れ た 極 と 極 の 境 界 が 前 記 各 磁 極
部 の 中 心 に 対 向 す る 位 置 で 安 定 的 に 停 止 し た 状 態 に あ り 、 こ の 際 前 記 光 量 調 節 部 材 は 前 記
開 口 部 を 前 記 最 大 開 口 径 と 最 小 開 口 径 の 間 の 開 口 径 に し 、
　 前 記 コ イ ル へ の 正 通 電 も し く は 逆 通 電 に よ り 、 前 記 マ グ ネ ッ ト は 前 記 安 定 的 に 停 止 し た
位 置 か ら 規 制 位 置 で あ る 前 記 第 １ の 位 置 も し く は 前 記 第 ２ の 位 置 ま で 回 転 し 、 該 回 転 に 伴
っ て 前 記 光 量 調 節 部 材 は 前 記 開 口 部 を 最 大 開 口 径 も し く は 最 小 開 口 径 に す る こ と を 特 徴 と
す る 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 マ グ ネ ッ ト の 前 記 安 定 的 に 停 止 し た 位 置 か ら 規 制 位 置 で あ る 前 記 第 １ の 位 置 も し く は
前 記 第 ２ の 位 置 ま で の 回 転 は 、 歯 形 状 の 前 記 各 磁 極 部 の 中 心 に 対 し て 前 記 マ グ ネ ッ ト の 着
磁 さ れ た 極 と 極 の 境 界 が 一 定 の 角 度 を な す 位 置 と な る よ う に そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】

に 記 載 の 駆 動 装 置 と 、 リ ン グ 形 状 の 前 記 マ グ ネ ッ ト の 内 径 部 の 少 な く と も 一 部 を
光 路 と し 、 該 光 路 を 通 過 す る 光 に 対 す る 最 大 開 口 を 規 定 す る 開 口 部 を 有 す る 板 部 材 と 、 前
記 マ グ ネ ッ ト の 回 転 に 伴 っ て 前 記 開 口 部 の 開 口 径 を 変 化 さ せ て 通 過 光 量 を 調 整 す る 光 量 調
節 部 材 と
　 は 、 前 記 第 １ の 状 態 時 に は 、 前 記 開 口 部 を 最 大 開 口 径 と 最 小 開 口 径 の
間 の 開 口 径 に し 、 前 記 第 ２ の 状 態 時 に は 、 前 記 開 口 部 を 最 大 開 口 径 に し 、 前 記 第 ３ の 状 態
時 に は 、 前 記 開 口 部 を 最 小 開 口 径 に す る こ と を 特 徴 と す る 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 一 定 の 角 度 と は 、 前 記 コ イ ル へ の 通 電 を 断 つ こ と に よ り 発 生 す る コ ギ ン グ 力 に よ り 、
着 磁 さ れ た 極 の 中 心 が 前 記 各 磁 極 部 の 中 心 に 対 向 す る 位 置 方 向 へ 前 記 マ グ ネ ッ ト を 回 転 さ
せ る よ う に 作 用 さ せ 得 る 角 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 光 量 調 節 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 開 口 部 の 開 口 径 を 変 化 さ せ て 通 過 光 量 を 調 整 す る 前 記 光 量 調 節 部 材 は 、 シ ャ ッ タ 羽 根
、 光 量 調 節 用 フ ィ ル タ ー 部 材 、 絞 り 口 径 板 の 何 れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ８
の 何 れ か に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 上 記 第 １ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ ～ ３ に
記 載 の 発 明 は 、 リ ン グ 形 状 を 成 し そ の を と し て 回 転 可 能 に 保 持 さ れ る

に 分 割 し て 異 な る 極 に 交 互 に 着 磁 さ れ た マ グ ネ ッ ト と 、 該 マ グ ネ ッ ト の 外 径 側 も
し く は 内 径 側 に 配 置 さ れ る コ イ ル と 、 前 記 マ グ ネ ッ ト の の 一 方 の 面 に 対 向 し 、
前 記 コ イ ル に よ り 励 磁 さ れ る 歯 形 状 の 第 １ の 磁 極 部 と 、 前 記 マ グ ネ ッ ト の の 他
方 の 面 に 対 向 し 、 前 記 コ イ ル に よ り 励 磁 さ れ る 歯 形 状 を し た 第 ２ の 磁 極 部

と を 有 す る 駆 動 装 置 に お い て 、 前 記 各 磁 極 部 の 一 つ あ た り の 角 度 を Ａ 、 前
記 マ グ ネ ッ ト １ 極 あ た り の 角 度 を Ｂ と し て 、 「 Ａ ／ Ｂ 」 を Ｙ と し 、 前 記 マ グ ネ ッ ト の

方 向 の 板 厚 に 対 す る 該 マ グ ネ ッ ト の 外 径 の １ 極 あ た り の 円 周 上 の 長 さ の 比 の 値 を Ｘ と す
る と
　 　 － ０ ． ３ ３ ３ Ｘ ＋ ０ ． ９ ＜ Ｙ
の 条 件 を 満 た す よ う に 設 定 し た 駆 動 装 置 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 第 ２ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ４ ， ６ ， ８ ， ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項
１ に 記 載 の 駆 動 装 置 と 、 リ ン グ 形 状 の 前 記 マ グ ネ ッ ト の 内 径 部 の 少 な く と も 一 部 を 光 路 と
し 、 該 光 路 を 通 過 す る 光 に 対 す る 最 大 開 口 を 規 定 す る 開 口 部 を 有 す る 板 部 材 と 、 前 記 マ グ
ネ ッ ト の 回 転 に 伴 っ て 前 記 開 口 部 の 開 口 径 を 変 化 さ せ て 通 過 光 量 を 調 整 す る 光 量 調 節 部 材
と を 有 し 、 前 記 マ グ ネ ッ ト は 所 定 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で 回 転 す る よ う に そ の
回 動 範 囲 が 規 制 さ れ て お り 、 前 記 光 量 調 節 部 材 は 、 前 記 マ グ ネ ッ ト が 規 制 位 置 で あ る 前 記
第 １ の 位 置 も し く は 前 記 第 ２ の 位 置 の 状 態 で は 、 前 記 開 口 部 を 最 大 開 口 径 も し く は 最 小 開
口 径 に し 、 前 記 マ グ ネ ッ ト が 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 の 略 中 間 の 位 置 の 状 態 で は
、 前 記 開 口 部 を 前 記 最 大 開 口 径 と 最 小 開 口 径 の 間 の 開 口 径 光 量 調 節 装 置 と す る も の
で あ る 。
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